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研究成果の概要（和文）：本研究は、（1）系統的文献レビューにより身体的・心理的問題ががん経験者の職務
パフォーマンスと関連したこと、（2）成人期小児がん経験者において複数の身体的問題を抱えていることは職
務パフォーマンスの低下と関連したこと、（3）成人期小児がん経験者において身体的問題を抱えることは就労
への不安が悪化することと関連したこと、（4）小児がん経験者の疾患認知としてPosttraumatic Growth（PTG）
に着目し、PTGのうちNew Possibilitiesが就労・職務パフォーマンスを含む社会参加・活動の質と関連したこと
を明らかにした。これらの成果に基づき小児がん経験者の就労支援を今後構築していく。

研究成果の概要（英文）：Firstly, the present study clarified that physical and psychological health 
problems were related to impaired job performance in cancer survivors using a systematic review 
procedure. Secondly, we clarified that multiple physical late effects were related to impaired job 
performance in employed adult survivors of childhood cancer and that the presence of physical late 
effects were relate to high level of worries about employment in unemployed adult survivors of 
childhood cancer. We also focused on Posttraumatic Growth (PTG) and confirmed the validity and 
reliability of Posttraumatic Growth Inventory-Expanded (PTGI-X). We used the PTGI-X, and 
demonstrated that the New Possibilities on the PTG were related to the quality of social 
participation and activities such as employment status and job performance. Based on these findings,
 we are developing the intervention improving employment and job performance in childhood cancer 
survivors.

研究分野： 小児看護学／家族看護学

キーワード： 小児がん経験者　就労　職務パフォーマンス　晩期合併症　心的外傷後成長

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
小児がん経験者の職務パフォーマンスにおける関連要因は明らかになっておらず、治療による身体的・心理的問
題や疾患認知が関連することで、小児がん経験者の小児がん経験者の就労状況や職務パフォーマンスを改善する
就労支援プログラムを検討することが可能となる。また、小児がん経験者の長期フォローアップケアとして具体
的な就労支援は提示されておらず、本研究の成果は小児がん経験者に対する臨床での就労支援を発展させる基礎
資料となる。さらに、本研究の知見に基づき、小児がん経験者の就労の促進や職務パフォーマンスの改善を目指
した就労支援が発展・普及されることで、将来的に健康関連QOLの向上も見込まれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
小児における悪性腫瘍（以下、小児がんとする）の生存率は向上しており[1]、日本では、数

万人以上の小児がんの長期生存者（以下、小児がん経験者とする）が存在する。このため、若
年成人の 400〜1000 人あたり 1人が小児がん経験者であるとされる[2]。成人期にある小児がん
経験者は、そのきょうだいや健常者と比較して、就労している割合が低く、仕事量・仕事内容
の制限があるといった課題があげられる[3, 4]。このため、小児がん経験者の就労支援は、喫
緊の課題となっている[5]。 
小児がん経験者は、低身長や抑うつ等の疾患・治療による身体的・心理的問題を抱え[6]、こ

れらの問題は、小児がん経験者の未就労に対するリスク要因であった[7]。しかし、小児がん経
験者の就労状況・職務パフォーマンスと治療による身体的・心理的問題の関連を検討した研究
は未だ少なく[8]、国内では検討されていない。また、晩期合併症等、小児がん経験者の身体
的・心理的問題は、介入が困難であることが多いため、小児がん経験者の就労支援プログラム
は確立されていない。 
そこで、本研究は、小児がん経験者の就労状況・職務パフォーマンスに対する介入を可能と

するため、疾患認知を導入することとした。疾患認知は、自身の疾患に対する患者の認知的・
感情的な解釈である[9]。先行研究では、慢性疾患患者は自身の疾患を重篤であると捉える程、
診断から復職までの期間が長かった[10]。小児がん経験者においても、疾患認知が就労状況や
職務パフォーマンスに関連すると考えられるが、その関連は検討されていない。小児がん経験
者において疾患認知と就労状況・職務パフォーマンスの関連を明らかにすることで、小児がん
経験者に対する新たな就労支援プログラムを構築できると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、（1）小児がん経験者の身体的・心理的健康問題、疾患認知が就労状況・職
務パフォーマンスなどの就労関連アウトカムに影響するかを明らかにすること、（2）小児がん
経験者の就労関連アウトカムに対して疾患認知に着目した就労支援プログラムを検討すること
である。 
 
３．研究の方法 
1）がん経験者の職務パフォーマンスおよびその関連要因の解明 
 小児がん・成人がん経験者における職務パフォーマンスの実態および関連要因に関する文献
レビューを行った。データベースは MEDLINE、CINAHL、PsycINFO を使用し、2015 年 3 月までに
英文で公表された原著論文のみを検索した。 
 
2）小児がん経験者の身体的晩期合併症が職務パフォーマンスに与える影響の解明 
関東地方・九州地方の大学病院・小児専門病院 4施設からリクルートした就労している成人

期小児がん経験者を対象とし、横断的観察研究デザインに基づく質問紙調査・診療録調査を実
施した。就労している小児がん経験者の職務パフォーマンスは、Work Limitations 
Questionnaire [11]により評価した。また身体的晩期合併症の有無やその種類に関する情報は
診療録調査により収集した。就労している小児がん経験者の職務パフォーマンスと身体的晩期
合併症の関連を検討するため、傾向スコア分析と一般化線形モデルを使用した。 
 
3）小児がん経験者の身体的晩期合併症が就労への不安に与える影響の解明 
関東地方・九州地方の大学病院・小児専門病院 4施設からリクルートした就労していない成

人期小児がん経験者を対象とし、横断的観察研究デザインに基づく質問紙調査・診療録調査を
実施した。就労している小児がん経験者の就労への不安は、我が国と諸外国の若者の意識に関
する調査[12]より就労への不安の項目により評価した。また身体的晩期合併症の有無やその種
類に関する情報は診療録調査により収集した。就労していない小児がん経験者と我が国と諸外
国の若者の意識に関する調査[12]より抽出した一般集団において就労への不安を比較し、就労
していない小児がん経験者の就労への不安と身体的晩期合併症の関連を明らかにするために、
傾向スコア分析と重回帰分析を使用した。 
 
4）疾患認知に着目した小児がん経験者への就労支援の検討  
小児がん経験者の疾患認知として、心的外傷後成長 PostTraumatic Growth（PTG）に着目

し、PTG を測定できる尺度である Posttraumatic Growth Inventory-Expanded（PTGI-X）[13]
を開発することとした。まず PTGI-X の内容的妥当性を検証するために、日本の大学 1施設の大
学生を対象とし、横断的観察研究デザインに基づく質問紙調査を実施した。また、PTGI-X の因
子的妥当性・既知集団妥当性・基準関連妥当性を検証するために、日本全国の大学 7施設から
リクルートした大学生・大学院生、および九州地方の消防士を対象とし、横断的観察研究デザ
インに基づく質問紙調査を実施した。PTGI-X の妥当性を検証した後に、上記の日本全国の大学
7施設からリクルートした大学生・大学院生のデータを用いて、PTG と社会参加・活動の質の関
連を検証した。大学生・大学院生における社会参加・活動の質は、12-Item version of 
Medical Outcomes Study Short-Form Health Survey（SF-12）[14]により評価した。PTG と社
会参加・活動の質の関連を検証するために、重回帰分析を用いた。 



 
４．研究成果 
1）がん経験者の職務パフォーマンスとその関連要因の解明[15] 
がん経験者の職務パフォーマンスに関する系統的文献レビューにより、26文献が特定され

た。多くの文献では、乳がん・前立腺がん・精巣がん・消化器がん経験者を対象としており、
小児がん経験者を対象とした文献は 1件のみであった。また職務パフォーマンスのうち
Absenteeism（就労者が健康問題により仕事を欠勤すること）について、診断後 5年以降で、が
ん経験者と健常者で差はなかった。一方、Presenteeism（健康問題により出勤している者の職
務遂行が困難になること）について、診断後 5年以降もがん経験者は健常者より多く報告して
いた。また、がん経験者の職務パフォーマンスにおける関連要因として、① 治療による合併症
（疲労感や抑うつ等）、② 職場要因（同僚・上司からのサポートや職場でのストレス等）を明
らかにした。がん経験者の職務パフォーマンスを向上する上で、治療による合併症のマネジメ
ントや職場環境の改善等が必要であったが、がん経験者の職務パフォーマンスを向上する効果
的な介入方法の開発には課題があった。 
 
2）小児がん経験者の身体的晩期合併症が職務パフォーマンスに与える影響の解明[16] 
 就労している成人期小児がん経験者 59名を分析対象とした。身体的晩期合併症の数が 1つで
ある小児がん経験者は、身体的晩期合併症がない小児がん経験者と同様の職務パフォーマンス
を示した。一方、身体的晩期合併症の数が複数である小児がん経験者は、身体的晩期合併症が
ない小児がん経験者と比較して、職務パフォーマンスが統計学的有意に低下していた
（Estimate = 2.4, Wald 95%CI = 0.1–4.8, p = 0.045）。また、身体的晩期合併症の数が複数
である小児がん経験者は、特に身体的な職務パフォーマンスの低下がみられた（Estimate = 
12.2, Wald 95%CI = 2.0–22.5, p = 0.020）。小児がん経験者が身体的晩期合併症を複数抱え
ることは職務パフォーマンスが低下するリスクを引き上げることを示唆した。 
 
3）小児がん経験者の身体的晩期合併症が就労への不安に与える影響の解明[17] 
就労していない成人期小児がん経験者 48名と我が国と諸外国の若者の意識に関する調査[11]

より抽出した一般集団 286 名を分析対象とした。就労していない小児がん経験者において、職
務能力（B = -0.504, p < 0.001）、職場の対人関係（B = -0.153, p < 0.001）、就労可能な
年齢（B = -0.201, p < 0.001）、解雇（B = -0.354, p < 0.001）、収入（B = -0.243, p < 
0.001）、転勤（B = -0.294, p < 0.001）、就労可能性・継続性（B = -0.211, p < 0.001）に
関する不安は一般集団より統計学的有意に低く、職場での身体的健康（B = 0.317, p < 
0.001）は一般集団より統計学的有意に高かったが、その効果量は小さかった（Cohen’s f2 = 
0.002–0.018）。一方で、身体的晩期合併症がある小児がん経験者において、職務能力（B = 
1.484, p < 0.001）、職場の対人関係（B = 1.191, p < 0.001）、就労可能な年齢（B = 
1.493, p < 0.001）、解雇（B = 1.094, p < 0.001）、収入（B = 1.394, p < 0.001）、転勤
（B = 1.896, p < 0.001）、ワーク・ライフ・バランス（B = 0.886, p = 0.004）、職場での
身体的健康（B = 1.493, p < 0.001）、就労可能性・継続性（B = 1.338, p < 0.001）に関す
る不安は、身体的晩期合併症がない小児がん経験者より統計学的有意に高く、その効果量は小
から大であった（Cohen’s f2 = 0.137–1.304）。就労していない小児がん経験者と一般集団に
おける就労への不安は同程度であるものの、身体的晩期合併症を抱える小児がん経験者は就労
への不安が大きいサブグループであることを示唆した。 
 
4）疾患認知に着目した小児がん経験者への就労支援の検討[18] 
 日本の大学生 261 名のデータを用いて、PTGI-X の内容的妥当性が確認された。また、日本の
大学生・大学院生および消防士 130 名のデータを用いて、PTGI-X の因子的妥当性・既知集団妥
当性・基準関連妥当性が確認された。また、PTG と社会参加・活動の質の関連を検討するため
に、日本の大学生・大学院生 339 名のデータを分析した。PTGI-X のうち、New Possibilities
の下位尺度は SF12 の Role/Social Component Summary score と統計学的有意に関連した（β = 
-0.137, p = 0.018）。PTG のうち New Possibilities にアプローチすることは、小児がん経験
者においても就労状況や職務パフォーマンスを含む社会参加・活動の質を向上させる可能性が
あった。 
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